
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新年度の始まりに寄せて」 

校長 土 居  彰 一 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道北見支援学校              

学校だより   
教育目標：一人一人の児童生徒が自立し、社会参加するための教育を目指す 

       ☆生活する力 ☆協力する力 ☆はたらく力 ☆とりくむ力 

 

第１号 

 

令和７年５月１日（木）発行 

暖かな春の訪れとともに、新しい１年が始まりました。 

今年度は、小学部９名、中学部 11 名、高等部 14 名の新入生を迎え、110 名の児童生徒で

スタートとなりました。 

初めての学校生活や新しい学年、新しい先生や友達との出会いなどの環境の変化に期待と緊

張、不安な様子を見せていた子どもたちでしたが、時間の経過とともに、笑顔がたくさん見ら

れるようになるなど、学校生活を楽しんでいるように感じています。 

今年度の学校経営におけるキーワードを「つながり」といたしました。学校においては、学

部間の接続（「縦のつながり」）と学部内の接続（「横のつながり」）を図り、教職員が連携して

指導・支援にあたることで子どもたちが毎日の学びに楽しみを感じ、学びを深めることができ

るように取り組んでまいります。 

また、保護者や地域の方、関係機関、学校運営協議会との連携（「横のつながり」）の更なる

深化・充実を図り、子どもたちの現在の生活、将来の社会生活の充実に向けて一緒に取り組ん

でいきたいと考えています。 

 今年度も、学習活動や学校行事を通じて、子どもたち一人一人の成長を支援してまいります。

保護者の皆様、地域の皆様には、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 



 

「うれしいこと、楽しいことを見付けよう」 小学部主事 佐藤 未央 

 令和７年度の小学部は新一年生９名、転入生 2 名を迎え４０名のスタートとなりました。新年度、新

しいステージに立った子どもたち。これからの学校生活で、うれしいこと、楽しいことをたくさん見付

け、大きく成長していくであろう姿に期待と夢が膨らみます。 

小学部においては、「身の回りのことについて、自分でできることを増やすこと」「基礎的な体力を養う

こと」「集団生活に必要な基本的なルールやマナーを経験すること」「その子なりのコミュニケーション手

段を身に付けること」が大切と考えています。また、学校生活のはじめの一歩となる小学部段階では、「や

ってみよう！やってみたい！」という気持ちを引き出し、大事に育んでいきたいと思います。 

子どもたちが、元気いっぱいに自分らしく豊かな学校生活を送ることができるように、小学部職員、学

校全体が一丸となって、全力で教育活動に取り組んでいきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

       「ゆっくりと一歩ずつ」      中学部主事 平野 裕介 

 令和７年度の中学部は、１年生に１１名の新入生を迎え、２年生８名、３年生１４名の３３名、教職員

２０名で、新たなスタートを切りました。 

 新しく中学部に入学した１年生たちは、日々、ドキドキ、ワクワクしながら作業体験学習や体づくりの

ウォーキング、学習のオリエンテーションなどに取り組み、少しずつ中学部の学習や生活時間を覚えてい

っています。 

 ２年生・３年生は一つ学年が上がり、良きお手本として活動しています。先日の入学を祝う会では、１

年生に優しく言葉を掛けたり、分かりやすくゲームの説明をしたりする姿が見られました。中学部には、

自分の役割に責任をもち、主体的に活動できる素敵な先輩たちがたくさんいますので、１年生の皆さんは

安心して学習に取り組んでほしいと思います。 

 ご家庭にもご協力していただくことが多々あると思います。指導グループや学年だけではなく、中学部

全職員、学校全体で一人一人の子どもたちの指導・支援に当たっていきたいと思います。子どもたちがゆ

っくりと一歩ずつ成長できることを目指していきますので、今年度も中学部の教育活動へのご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

  

 「自分らしく！」     高等部主事 加治 理恵 

 今年度の高等部は、新１年生１４名を迎え、２年生９名、３年生１４名で生徒数３７名となりました。

新１年生は、緊張しながらも堂々と入学式に参加し、校長先生から「入学許可」をいただき、新たな環境

での学校生活がスタートしました。戸惑いはあるでしょうが、自分から教師や友達に話し掛けたり、初め

ての学習にも意欲的に取り組んだりする姿が見られます。２，３年生も教室が変わったり、一緒に過ごす

教員が変わったりして、変化を感じながらのスタートでしたが、自ら不安を取り払うように気持ちを切り

替えたり、自分から活動に参加している姿からは、経験を積み重ねた頼もしさを感じます。  

高等部は、様々な学習活動をとおして、自分らしい社会参加や社会自立を目指し、社会人としての門出

につなげる３年間となります。社会生活を送る上では働くことだけではなく、余暇活動（楽しみやストレ

スの緩和）、健康的な生活習慣など様々なことを学ぶ必要があります。高等部では、毎日の学習の中の

様々な学びをとおして、意欲や自主性、周囲との関わり方、身の回りのことに丁寧に取り組む力を育んで

いきます。また、自分の将来を考える進路学習にも取り組みます。自分と向き合う中で理想と現実に悩ん

だり、心の葛藤が生まれたりすることもありますが、仲間や周囲の大人の優しさに支えられながら乗り越

えていきます。合言葉は「自分らしく！」乗り越えた先にあるたくましく成長した姿を楽しみにしなが

ら、お子様を真ん中に、保護者の皆様と協力していきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいた

します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教諭 小学部 水内
みずうち

 幸恵
さ ち え

 

七飯養護学校からまいりました。久しぶりの小学部になります。一人一人の個性を活かして、「学校

って楽しいな。」と友達と元気に過ごせるよう日々の支援を大切にしていきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

オホーツクの美味しいグルメも楽しみにしています。 

 

○教頭 山田
や ま だ

  静
しづか

 

白樺高等養護学校から赴任いたしました。児童生徒の皆さんにとって、安全安心で楽しい学校づくり

へ貢献できるよう頑張ります。そのためにも、学校にいち早く慣れるようにし、そして保護者の皆様、

地域の皆様と連携してまいりたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○校長 土居
ど い

 彰一
しょういち

 

帯広養護学校から校長として着任いたしました土居彰一です。 

子どもたち一人一人の将来の自立に向けた教育活動の充実や、保護者の皆様、地域の皆様、関係機関

の皆様との連携の更なる深化・充実を図っていきたいと考えています。学校経営に対するご理解とご協

力をよろしくお願いいたします。 

 

○教諭 小学部 田村
た む ら

 洋子
よ う こ

 

 湧別町立中湧別小学校から赴任しました。これまで、小清水町、北見市、湧別町の小学校に勤務して

おりました。特別支援学校は初めてですので、早く慣れるように努めてまいります。共に楽しく前向き

に学びの日々を過ごしていきたいと願っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

○教諭 小学部 髙
たか

木
ぎ

 典子
の り こ

 

 ９年ぶりに職場へ復帰いたしました。長い育児休暇を経て、再びこの場に立たせていただけることを

うれしく思います。緊張もありますが、新鮮な気持ちで子どもたちと向き合い、学び合う日を楽しみに

しています。子どもたち一人一人の思いに寄り添い、成長の支援をさせていただきたいと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

○教諭 小学部 田中
た な か

 思佳
こ と か

  

美幌中学校より赴任してまいりました、田中思佳(たなかことか)です。新たな学校での毎日、どんな

楽しい日々が待っているのかと心を躍らせています。至らない点もあるかと思いますが、生徒の皆さん

が笑顔で充実した毎日を送ることができるよう努めてまいります。よろしくお願いいたします。 

 

 

 ○教諭 中学部 鈴木
す ず き

 柚
ゆう

香
か

 

北星学園大学からまいりました、鈴木柚香です。網走市出身のため、大学を卒業し、オホーツクに帰

ってくることができてうれしいです。子どもと遊ぶことが好きです。大学時代は児童会館でアルバイト

をしていました。まだまだ未熟ですが、笑顔で楽しく子どもたちと関わっていきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教諭 高等部 小杉
こ す ぎ

 航
こう

輝
き

 

 紋別養護学校より赴任しました。高等部所属、進路コーディネーターとして、児童生徒の成長や進路

実現に向け、保護者の皆様や地域の方々との「つながり」を大切に、日々の指導・支援に努めていきた

いと思います。到らない点もあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いします。 

 

○教諭 高等部 福井
ふ く い

 瑞
みず

希
き

 

北見市立留辺蘂中学校から赴任しました。児童生徒のみなさんが、安心して楽しく過ごし、様々なこ

とに挑戦できるように努めます。笑顔あふれる日々をたくさん共有していきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

○教諭 高等部 北山
きたやま

 竜
りゅ

大
うた

 

今年度より北見支援学校に自立活動教諭として着任いたしました北山です。 

北見という新たな地で児童・生徒の皆さん及び保護者の皆様と共に成長していくことができればと思

っています。教員として働くのは初めてで右も左も分からないことばかりですが日々全力で頑張って

いきますので、皆様よろしくお願いします。 

 

○教諭 高等部 橋本
はしもと

 秀樹
ひ で き

 

４月から期限付教諭として北見支援学校にお世話になります。前任校は北見工業高校です。３年間勤

務しました。北見市に住んで４年目になりますが気に入っています。またタマネギが美味しいのには大

変驚きました。宜しくお願いいたします。 

 

 

 

○教諭 中学部 大浦
おおうら

 美紀
み き

 

北海道網走養護学校から赴任してきました大浦美紀です。子どもたちが将来の生活に期待感を持ち

明るく元気に学ぶことができるよう、子どもたちと共に笑い汗をかきながら頑張ります。保護者の皆

様、地域の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○教諭 中学部 加藤
か と う

 博
ひろ

己
み

 

 期限付教諭として中学部でお世話になります。端野町川向の生まれ育ちですので、道路１本隔

てるとはいえここはまさしくふる里。この地で子どもたちと元気に学習できることがとても楽し

みです。どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務職員 井上
いのうえ

 晴
はる

香
か

 

新採用にて赴任してきました井上晴香です。昨年度まで学生だったため拙いところもありますが、北

見支援学校の皆さんの手助けをしていきたいと思います！これから仕事を覚えていくよう頑張りま

す！よろしくお願いいたします！ 

 

 



今年度も登校バスは、大型２台での運行です。乗車人数増のため、二人掛けが増えて、少し窮屈

な車内となりますが、引き続き安全運行にスタッフ一同、一層努めていきます。車内での安全確保

向上のため、腹痛なども含めた体調不良や、トイレ、気分等に不安がある場合は、乗車を控えてい

ただきますよう一層のお願いをいたします。 

スクールバスに関しまして、何かお気付きの点などございましたら、バス担当まで遠慮無くお知

らせください。 

                                           （スクールバス担当：江口・平野栄・河﨑） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『5 月の主な行事』 

5 月 ２日（金）開校記念日 
5 月１５日（木）視力検査（中） 

        交通安全教室（中） 

5 月 ８日（木）尿検査② 5 月１６日（金）視力検査（高） 

5 月 ９日（水）胸部レントゲン検査（高１） 
5 月１９日（月）～５月２３日（金） 

懇談週間（新入生、小４） 

５月１０日（土）北海道特別支援教育関係 PTA 

        連絡協議会_総会 
５月２７日（火） 心臓検診（小中） 

５月１２日（月）～５月１６日（金） 

懇談週間（在校生） 
５月２８日（水） 心臓検診（高） 

5 月１３日（火）視力検査（小１～３） 

 
5 月２９日（木）眼科検診 

5 月 1４日（水）視力検査（小４～６） 

        交通安全教室（小） 
5 月３０日（金）尿検査③ 

 

【編集後記】 
新学期が始まり、新しい教室、新しい友達や先生たちとの学習が始まりました。わくわく、ドキドキが

続いた４月始まりでしたが、ゴールデンウィークで一休みに入ります。桜を見に行ったり、家族でお出掛

けしたり、良い連休をお過ごしください。連休明け、どんなお休みを過ごしていたのか聞くことが楽しみ

です。また、みんなに会えることを楽しみにしています。【鈴木（愛）】 


